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乳幼児用おむつの性能評価と課題
竹下 友子1，甲斐今日子2
The Performance Evaluation and Problems of Infant Diapers
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輪型 F 綿100％・ドビー織 ― ― 0．5 50
プレフォールド F オーガニックコットン100％・綾織・中心部8重，両端は4重 ― ― 3．6 115
形成おむつ 綿 F 綿100％・メリヤス編み・キルティング加工 ― ― 3．3 30
形成フリース F 綿100％・起毛・フリース加工 ― ― 9．2 105
形成おむつ E F 表裏綿100％・中地アクリル100％・メリヤス編・しわ加工 ― ― 3．8 35
ポケット式 形成おむつ F ポリエステル80％，ポリアミド20％・起毛・フリース加工 ― ― 0．9 55







ウレタンラミネート加工 ― ― 0．9 56
カバー 綿 80㎝ 綿100％・メリヤス編み・防水加工 ― ― 0．9 35



























































































































































































輪型 ドビー織 0．02 －0．523 0．99 44．8 9 2．4 1 0．6 0．2 －0．002
プレフォールド 0．828 －0．836 1．41 36．4 27．1 14．1 6．2 4．4 0．4 －0．009
形成おむつ 綿 0．452 －0．502 1．7 52．1 37．1 20 8．5 －2．1 －0．2 0．1
形成フリース 0．464 －0．975 1．25 40．4 22．7 14．1 8．6 6 5．6 6．6
形成おむつ E 0．254 －0．623 1．69 40 24．1 7．9 4．4 1．4 －0．1 －0．2
ポケット式 形成おむつ 2．634 －0．976 1．35 51．3 36．3 22．8 10．7 3．8 0．58 －0．3




オーガニックコットンカバー 3．986 －0．571 ― 34．8 10．5 3．9 0．2 0．2 －0．05 －3．1
カバー 綿 15．93 －0．432 1．7 29．7 15．7 9．3 2．6 1．5 －0．1 －0．2
カバー E 3．362 －0．833 ― 18．9 1．3 5．1 0．5 －0．05 －0．08 －0．3
ポケット式 カバー2枚重ね 8．806 －0．526 0．6 24．2 6．9 0．3 0．1 －0．1 －0．1 －0．3
紙
MR 2．424 －1 0．48 ― ― ― ― ― ― ―
PA 測定不能 －1．033 0．42 ― ― ― ― ― ― ―
MN 測定不能 －0．991 0．04 ― ― ― ― ― ― ―
























































































































①プレフォールド F オーガニックコットン100％・綾織・中心部8重、両端は4重 3．6 115
②形成おむつ（日本製） F 綿100％・メリヤス編み・キルティング加工 3．3 30
③形成フリース F 綿100％・起毛・フリース加工 9．2 105
④ポケット式形成おむつ F ポリエステル80％，ポリアミド20％・起毛・フリース加工 0．9 55




⑥オーガニックコットンカバー L オーガニックコットン100％・内側ポリエステル100％・メリヤス編・ポリウレタンラミネート加工オーガニックコットン100％，内側ポリエステル100％ 0．9 56
⑦おむつカバー（日本製） 80㎝ 綿100％・メリヤス編み・防水加工 0．9 35













①プレフォールド 0．828 －0．836 1．41 36．4 27．1 14．1 6．2 4．4 0．4 －0．009
②形成おむつ（日本製） 0．452 －0．502 1．7 52．1 37．1 20 8．5 －2．1 －0．2 0．1
③形成フリース 0．464 －0．975 1．25 40．4 22．7 14．1 8．6 6 5．6 6．6
④ポケット式 形成おむつ 1．314 －8．984 1．29 40．3 11．5 0．2 －0．3 －0．1 －0．3 －0．02
⑤オールインワン 11．974 －10．404
綿上 1．2 39．4 29 18．5 12．1 5．9 4．36 1．6




⑥オーガニックコットンカバー 27．176 －7．338 ― 36．9 10．65 2．7 0．32 0．34 0．28 0．42
⑦おむつカバー（日本製） 15．93 －0．432 1．7 29．7 15．7 9．3 2．6 1．5 －0．1 －0．2

































































































































図4 モニターによる評価 ④ポケット式形成おむつ 図8 モニターによる評価 ⑧ポケット式おむつカバー
図7 モニターによる評価 ⑦おむつカバ （ー日本製）
図6 モニターによる評価 ⑥オーガニックコットンカバー
図5モニターによる評価 ⑤オールインワン
乳幼児用おむつの性能評価と課題 113
むつを使用しており，時間ごとの交換が予想され
るため，この様な結果となっていることが推測さ
れる。「かぶれにくい」の項目では，ムレからの
かぶれが考えられるため，低評価となっている。
②形成おむつ（日本製）
フリーサイズであるが，小さかった。単純なの
ではかせやすい，との評価はあった。基礎実験か
ら，他のおむつと比較すると，綿100％であるた
め通気性は良いが尿戻り量も多い。モニターの感
想からも「漏れが全体に広がり，フィット感がな
いため，片方だけ尿や便が漏れやすい」との指摘
があった。
③形成フリース
モニターＡ，Ｂ共に肌触りは高得点であった。
フリース仕上げのため，柔らかさと温かさを感
じ，かぶれにくさについては，モニターＢのみ高
評価であった。両者の意見から「吸収体が1枚縫
い付けてあるので分厚い。分厚い割には吸収が遅
く漏れもある。さらに暑さに加え，留める部分が
ないのでずれやすい。おむつカバーからはみ出す
と，外の服まで濡れる」などがあげられる。
④ポケット式形成おむつ
おむつをセットするのが面倒なため，「はかせ
やすさ」については両者共に評価は低かった。基
礎実験からも明らかなように，排尿後もカバーの
表面はさらっとしており，濡れているのが明確に
できない位である。中にはめ込む吸収体であるお
むつはフリーサイズで，成長に合わせ長さの調節
が可能であるが，二つ折りにすると分厚くなり，
中にはめ込むおむつもよじれる。また，おむつを
当てにくいとの指摘もあった。
⑤オールインワン
ボタンで留めるため，その位置を決める判断が
困難なようだ。また，乳幼児の動きで体型が変化
した際，調節が行えない。洗濯後の乾きが遅い，
との指摘もあった。サイズはＬだが他社より小さ
く，中に吸収体が2枚も縫い込まれており，厚さ
も増し，おむつをつけるのが難しい。素材に麻が
入っていることで硬さも感じられた。モニターに
よる評価は両者とも「はかせやすい」が低評価で
ある。「肌触り」は両者とも高い評価であった。
⑥オーガニックコットンカバー
着用評価は両者とも似ている結果が示された。
ウエストにギャザーがよっており，素材も外側が
オーガニックコットンで，内側がポリエステルで
ある。ムレにくく，漏れにくい様だ。基礎実験の
通気性測定では，生地が薄いが通気性があるとは
言えなかった。
⑦おむつカバー（日本製）
カバーは薄手で扱いやすいものの，綿100％で
排尿後，乳幼児の着用していた服に湿り気が感じ
られる。しかしながら，「もれにくい」，「肌触り」
の項目で高い評価を得た。重量も軽いので動きや
すい。
⑧ポケット式おむつカバー
ポケットにおむつを入れる手間はかかるが，マ
ジックテープ式なので装着しやすく，子どもの体
型に合わせやすい。排尿後もサラサラ乾いた状態
が感じられるが，おむつを開けたら赤くなってい
た，との声もモニターからあげられた。
3）まとめ
最も高い評価を得たのはオーガニックコットン
カバーで，最も低い評価であったのはプレフォー
ルドであった。この二つのおむつとおむつカバー
は，肌触り，ムレにくい，かぶれにくい，の項目
で高得点であり，はかせやすい，吸収力，もれに
くい，の項目で点数が低かった。
肌触りは，紙おむつの不織布にない感触や，布
の繊維のやわらかい感触がある。また，フリース
やベロア生地などの評価が高いのもその布の木目
が細かいためであろう。漏れは，大腿部のゴムの
強さに影響される。今回用いたカバーには，紙お
114 竹下 友子，甲斐今日子
むつの様に跡がつくカバーはなく，ゴムは紙おむ
つに比較して緩やかであった。また，おむつを折っ
てカバーにセットしたり，乳児の大きさに合わせ
たりすることが，はかせにくいとの評価につな
がったと思われる。フィット感はサイズと密接に
関係しているが，日本製より大きく設計されてお
り，生後1か月と生後7か月の乳児が同じサイズ
のものを使用したことが影響したと言える。
さらに，同じおむつでも2名の評価がかなり異
なっていた。モニターの月齢が異なることも一つ
の理由であろう。サイズが合わないと漏れの原因
にもなる。マジックテープである程度の幅を持た
せる工夫はある。しかし，オールインワンでは布
そのものの厚みもあり，なおかつボタン式であっ
たため，サイズの調整が上手く出来なかったと思
われる。また，日本製の綿のカバーは，マジック
テープの幅も狭かった。自由記述の欄では，プレ
フォールドやポケット式おむつの欄に，お尻の形
に折り曲げるのが面倒，おむつをカバーにセット
するのが面倒である，という記述があった。従来
の日本の伝統的な輪型のおむつも折り曲げて使う
ものである。この輪型おむつも折り曲げるのに手
間がかかり，洗濯し，干す際に場所をとるとの理
由からコンパクトな形成おむつが考案され，同様
の目的でオールインワンやポケット式形成おむつ
が登場した。ポケット式形成おむつも汚れたら全
部を取り換える。そのために前もってカバーのポ
ケットの中に形成おむつをセットする。すなわ
ち，オールインワンもポケット式おむつも，紙お
むつ感覚でおむつ交換をするという考え方のおむ
つである。しかし洗濯は必要である。このオール
インワンはモニターＡ，Ｂ共に洗濯後の乾きが良
くないとの評価であった。最近は乾きやすいもの
が開発されているが，オールインワンをバラバラ
に干すことができる様に中の吸収体をスナップで
留めるものも登場している。
オールインワン，ポケット式形成おむつは乾き
が悪いため，多くの枚数を用意する必要があるの
で夜などに利用し，昼間は乾きやすいものを使用
するといった工夫が必要といえる。
モニター間の評価に差が生じたもう一つの要因
は普段使用しているおむつの種類の相違と考えら
れる。モニターＡは紙おむつ，モニターＢは，昼
間は布おむつ，夜は紙おむつを中心に使用してい
た。モニターＡは「はかせやすさ」「フィット感」
「もれやすさ」等の項目の評価で低いことが示さ
れている。通常，紙おむつに慣れていると布おむ
つをセット（準備）するのは慣れず，大変さを感
じたであろう。また，大腿部のギャザーの締め付
け感が緩く，漏れやフィットしていない感じがし
たのではないかと推測する。
4．まとめ
今回対象とした紙おむつは，その構造について
差が見られなかった。一方，布おむつは，伝統的
な輪型の綿のおむつと形成おむつに分類でき，輪
型は，その形，たたみ方，素材の違い，形成おむ
つは，形，素材，加工とバラエティーに富んだ種
類を見ることができた。
素材としては，エコロジー繊維として注目を集
めている農薬や化学肥料を使用せず生産される
「オーガニックコットン」を用いたものもあり，
化学薬品による環境負荷を最小限に減らした素材
といえる。竹，麻，毛も使用されていたが，この
様な天然繊維のものは吸湿性は良いが，漏れや尿
戻りへの対応が不十分であることが明らかとなっ
た。海外のおむつであるポケット式おむつやオー
ルインワンの肌に接する布は，従来から日本で用
いられている「おむつライナー」に相当するもの
であり，ライナーを当てることで尿戻りを軽減で
きる。基礎実験の結果より，ポケット式のカバー
の内側がポリエステル素材の物や，オールインワ
ンのフリース生地の部分を肌側に当てることで尿
戻りは軽減できることが示唆された。
衣服が心身ともに乳幼児の成長に果たす役割は
大きい。鳥居氏8）は，「おむつと言えども乳幼児に
とっては動きを邪魔するものである。できるだけ
乳幼児が自然に近い動きを引き出せることがよい
おむつの条件である。」と述べている。おむつを
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つけた時，軽いのは紙おむつである。布おむつは
おむつとカバー，さらに，月齢が進むと尿量も増
し，おむつを2枚重ねなければならないのでかな
りの重さになる。衛生面からは，成人に比べ乳幼
児は，排尿排便回数が多いので，おむつの交換は
頻繁にするのが望ましい。また，早めに正しい排
便の習慣をつけ，歩行しやすさを確保する必要が
ある。
おむつは，乳幼児が上手く排泄ができるように
なるための補助的な道具である。今回の実験結果
から，総合的に評価すると，尿戻り量と摩擦感で
は紙おむつが優れていた。しかし，意識調査や複
数の文献9），10）により，紙おむつはもはや1回の排
尿でおむつ交換するものではなく時間をきめての
交換になっている。排尿後，ただちに交換すれば，
布おむつの方が乳幼児にとっては快適であるとい
える。
今回対象とした海外製品については，一見新し
い感じのする製品であるが，洗濯後の乾きの問
題，枚数を準備する問題，外国と体格の相違等，
不都合な点も明らかとなった。いずれの製品も一
長一短あるので組み合わせる等の工夫が必要であ
る。例えば，「オールインワン」や「ポケット式」
は長時間使用する夜や昼寝等の際にのみ使用する
とその効果が発揮できる。
江戸時代に大人が着古した着物をおしめや風呂
敷に形を変え，最終的には燃料の一部として燃や
されたが，残った灰も売買され，また綿や麻を育
てる，という自然のサイクルがあった11）。また，
大人が着用したものを身につけるということで呪
術的な意味もあった12）。一世帯の子どもの数が減
り，何度も使いまわすことのなくなった布おむつ
は，現代の育児用品から遠い存在になりつつあ
る。
世の中が紙おむつ一辺倒になった今こそ，新製
品の基礎実験やモニター調査等を行い，育児をす
る若い世代に向けて，情報を発信する必要がある
と考える。
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